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したのかを論じることにある。こうした問題意識は、日豪関係についての近著（Towards a New 

























































































































































のリージョナリズムの発展に重要な役割を果たしたと言えよう（David Lowe, ‘Percy Spender and 




















のもとで期待する姿勢（“Brief for the First ANZUS Council Meeting (1971),” date unknown, A1838, 
686/2/13, Part I, National Archives of Australia）は、第 2次世界大戦後のフランスが、西独の役割
に期待しつつも、それに大きな不安を抱き、EDC（欧州防衛共同体）という超国家的な枠組
みのもとでのみそれを受け入れようとした歴史を想起させる。したがって 1976年の日豪友好
基本条約の締結も、メイニー教授が指摘するような戦後日豪協力の一つの帰結として見るので
はなく、日本が独自の道を歩む可能性を未然に封じ込めるという意図があったと言えるであろ
う。
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